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よ 階3歴Tそ感じく感々 のじ なり な
る る 心、し、 {也
性
9J 6.4 36.2 29.8 25.5 2.1 100%( 47) 
女 6.7 29.0 36.4 27.5 0.4 100515(269) (pく0.05)
65-70歳未満 4.5 36.4 40.9 18.2 。 100%( 88) 
11' .市-170-75歳未満 6.5 32.3 28.0 32.3 1.1 J(即日~( 93) 
齢 75-80歳未濁 6.3 22.5 33.8 36.3 1.3 附0%(80) 
80銭以上 10.9 27.3 41.8 20.0 。 1∞%( 55) (n5) 











r65~69歳J から1/頂iζ ， 40.9%. 38.8%， 28.8$ぢ，38.2 
9ぢとなっている。 r75~80歳J とい う後期高齢層の入口
にあるものに最も寂しさを感じているものが多い。ただ
い 「よく寂しいと思うJについては，加齢とともに上
昇する傾向がみられ， r80歳以上Jでは 1割以上， r65 










II~i 県じあ主時じ↑ く T ~.&く 民\L~々 0) 
じ じ むり 江
る る し、 b、 1也
1 "10 未満 7.1 50.0 28.6 14.3 。100%( 14) 
トー
人 3 "1' 未満 11.8 2宮426.5 321 0.0 100%( 34) 
5 "1 未尚to. 27.6 48.3 241 。100形(29) 
lしUI 10 11 米 i高 4.6 36.8 33.3 24.1 1.111∞劣(87) 
1:¥1 
10 "1 以上 7.9 25.0 36.8 29.6 0.7 I(旧%(152)(pく0.05)
家族がない 10.7 286 429 17.9 。100C事(84) 
通，!弘の1:;/¥の同;合人 2.3 30.2 39.5 27.9 0.0 I(旧労(43) 
?り下
家肢とのtJi作:mい 4.8 42.9 28.6 238 同:l1【即日百(21) 
し
IC 家が狭い 150 325 35.0 175 。100%( 40) 
IJ 
ウ ー 人の)jが気来 35 32.9 24.7 38.8 。 100%( 85) 
た ト ー トート一一
円11i 
1: 。〉 {由 2520.0 42.5 35.0 。 I(間労(40) 
一ー
mt I~'I 答。 。33.3 0.0166.7 1 00~匹( 3) 
ト一一
(pく0.05)
ζ のまま 一人亡 291294 39.7 27.9 。 100%( (j8) 
ー一一一一一一 一一
人)~j(\なI/:Hj 人で 5.7 34.4 35.0 24.2 0.6 loo?o( 157) 
1IJ1 -B 岱ら 一 一 一一 ト一一 一一一
い一|そ丘く一ICUの寄かあ一他る 9.5 18.9 33.8 37.8 
。 100忽(7，1) 
0)し ト一一 一一←
継続 20.0 40.0 33.3 6.7 
。 I(旧対(15) 
←一 一一
育! F.J ?τ00 50.0 0.01 0.0 50.0 100劣( 2) (n5) 
一一一 一 一 一 一ー









































よ 時 感あ 感じ全く そ感〈 感じ々 じま の E十じ なり fJ 
るる L、 し、 他
ほとんど毎日会う 2.9 25.0 27.9 44.1 。100勉(68) 
子どとも
週 lζ 絵図会う 10.6 34.0 34.0 21.3 。l∞労(47) 
月 IC数回会う 2.8 40.3 34.7 22.2 。 100~事( 72) 
~ 年 lと数回会う 8.5 2.5 426 21.3 2.1 l∞%( 47) 
頻度つ ほとんど会わない 7.1 28.6 28，6 28.6 7，1 ω0%( 14) 
子ともはいない 10，9 25.0 40，6 23.4 。i∞%( 64) 
無 回 答 。25，0 50，0 25，0 0，  100%( 4) (ns) 
ほとんど毎日会つ 4，2 20，8 37，5 37，5 0.0 100%( 48) 
週 IC数回会う 7，5 27.5 40.0 25.0 。100%( 40) 
華見
戚 月j(数回会う 3，3 37.7 29，5 29.5 。100%( 61) 
メzと:l; 年 IC数回会う 5.4 31.1 39.2 24，3 。100労(74) 
頻度つ ほとんど会わない 9，8 31.1 3].] 27.9 。100%( 61) 
観戚はいない 16.0 28，0 36，0 20.0 。1∞%( 25) I 
無 回 答 。28，6 42，9 0，0128，6 l附 (η (ns) 
総 数 6，6 30.1 35.4 27，21 0，6 l∞%(316 
「寂しいとは思わないJというものは. 1一人の方が 子どもと会う頻度については. rほとんど毎日会う」
気楽J.すなわち先との関係でいうと.積極的一人暮ら というもののみが他と比べてかなりの特徴的分布をして
し派κ多L、。「全く寂しいとは思わない」と「あまり寂 いる。すなわち，予想されるように，乙の層では「寂し












「老人ホームなどに入りたいJという 2つのカテコリー た傾向がみられ. rほとんど毎日会うJというものが他
( 5 ) 
-360ー 社会福祉学
と比べてかなりの特徴的分布をしている。その分布傾向 は5割近し、。 rよく寂しいと思う」を取り出してみると
も同様である。また，子どもの湯合と巡って， r親戚は とのζとはさらに明確で， r 5日以上外出したJものは
いない」も特徴的な分街をしている。乙れは， rほとん 乙れが5%にみたないが.以下順次地加し， r 1日も外
























よ ，~じ師々寺感fしIあまり感じ? く そ感じく
!，i 。〕 t十
る る L、 b、 1也
28.7 
トー
5 I1以上外:1した 3.7 30 1 ~6.0 1.5 100%( 13G) ロて4MilLZ lω劣(15) 
l泊:J 
6.1 33.0 40.0 20.9 。
の 111 だけ ~~III した 1.8 222 444 185 。日 l∞劣(27) 
外lI: 1 I1 も ý~nl しむい 139 333 306 222 。I(同%(36) 
loor 0.0 飼いl 符 。 。1019耳( 2) 
一 一一一一一一
li;I.~i; L Hf f. がいる 5.0128.0 ~7 3 29.0 0.7 101労(279)
1F 1L 一 一一一一
.1i;LIII r かいfn、189 45.Y 21 6 135 。100%( 37) I 
一一一 一一
1;~.t 'Jjしている 。30.6 361 33.3 0.0 10附句(36) 
・ー』ー ーーー一世一唱ー..
~:t 'J)していない 7.!; ~O.() :154 21;1 07 100'，1;(280) 
一一一一 F一ー 一ー一
世る;15 ! 1日正をする人あり 62 298 35.6 27.7 0.7 100"';(2百2)
一一一一 一一+ー.
人を 11~ ~liを喧る入江し 125 333 :133 208 0.0 l飢J句(24) 
一一一 一ー一 一
血aL:、心配な ζ とあり 8.3 343 322 20 0.9 1似}句【230)
一 一 -ー.
伝心配む ζ となし 2.4 17.6 4n 353 。100勾(85) 
ζ 
100目 0.0 ~附伊l 容 。 。 0.0 100匁( 1) 
IJ) 数 6.6 30.1 304 27.2 0.(; 100包(3IG)
(p<OOI) 
% 。10 20 30 40 50 60 70 鈎 90 100 
(".-ONi) ??
?
? ? 33.3 
pイ005)
よ〈寂 L' 、~胃 ， 門氏
!..~.ぅ ーーι... 月 引 W
時々むj'l8.~縦26.)繍 ‘・~ 48.4 
(pぐ0.05)
白山~: I9.S麟24.1湖 : 二 58.9 17.q 
全〈寂Lぺ・・26.8園容器江~:磁器掛 34.9・..~.81 1.t .~.hT..:!. 





れらが乏人の寂しさ感とどのように関係しているかを検 なお，項目数の単純集計は r3項目以上J13.9%. r2 
討する。 項目J26.3%. r 1項目J48.4%， rなしJ11.496であ
外出状況との関係では，その目的は明らかにはされて る。
いないが，よ く外出するものは寂しさを感じるととが少 就労しているとしづ状況も社会生活の広がりを示すー
ない。 r寂しいと思うJものは. r 5日以上外出した」 つの指標であるが， 1 j昼間の外出，あるし、は臼頃の話し



















を尋ねているが， 乙 ζではそのうち希望者が全体の 5~ぢ
長後1(，福祉制度や悩祉サービスと寂しさ感との関係 を越えている.食'lJの準備.食事の配達.お風呂の提供，
をみる。まずは利用の実態との関係であるが，福祉事務 洗濯 ・掃除 ・'1.物などの家事媛助.日頃の話し相手，生
所.社会福祉協議会(以下社協).老人制祉センター， 活ゃ健康の乙とiζ1対する相談，の6つを取り tげる。
老人怨の家，家庭}f;{H1.給食サービスの6つを取り上 6つのサービスいずれをとっても，サービスを r1骨望す
け検討した。クロス分析の結果， 6つの制度すべてにお るjものには， r寂しいと思うjものが多い。 その是が厳
いて. r利用した乙とがある(してし、る)J方が「寂し も大都、の(;1:， rお風呂の脚uで25%もの違いがある。
いと思うJものが多かった。 r令く寂しいとは思わない」 また， I洗1f1:・帰除・買物なとの家'J援助J.r日頃の活し
については，福従事務所， ~人態の家. 家庭奉仕員. 給 相手」 においても庄が大きb、。
食サービスでは「利用した乙とがない(していない)J 逆1(，サーヒスを「希望しない」ものには 「全く寂し
方が多いが，社協および~人福松センターでは， ζれ も いとは恩わない」ものが多いのであるが，とりわけ，














γaる感あ吟|1そ尽じく 々ιま ι りm st 
る : mL 、l Lな、 他何;1 
8.4 33，7 37，3119，3 1.2 l∞%( 83) 
所;事務止 手I)mしたζとなし 6，2 28，2 34，8130.4 0.4 100%(227) 
何回答 。50，0 3331167 。 100%( 6) 
協i会a2錨社 利用したζとあり 3，5 35.1 お 1133.310，0 1"∞銘(57) 
利用したこと江し 7，6 28.0 372126.41 0.8 100$革(250)
!~'~I無回答 。55，6 33，311 Ll 1 0.0 loo~匹( 9) 
It~ン繍 fl)flしたζとあり 6.7 32，6131.9128.91 0，0 100%(135) 
l利用した乙となし 7，0 263139，2 '26，31 1 2 100%(171) 
タ11.
600120，0120.0 0.01 い R 回答 。 l【泊悠(10) 
7.3 312 29.41312 0，9 l∞場(109) 
利用したζとなし 6，5 284 39，3125.4 0，5 100%(201) の
16，7 h6，7 ! ~ I，n理回答 。66，7 。 100%( 6) 
l庇ヌ '1I)mしたζとあり 231 19，2 423111.51 381 1(拘留匹(26) 
l~ Hmしたことなし 5，3 30，3 35，2 i28，91 041 1(淘労{犯4)
i 貝t土|筏回答 。667 16，7 )16，71 0.0 100労( 6) 
ビl給12|干1)m している 10，61298 37，3122，41 0，0 100%(161) 
スサ!利用していない 2，61303 33，5[32，31 13 100%(155) 
















守!リる 11154[42:1[269[115[38[[100%( 2ω 
今:j<'i; '1 4 る1291 [235[35 3[ 591 591[1∞%( 17) 
H品es|ZJLτ~1541示1356Ii5103~…石ぷ I(が 001) 
.Jllil 'l! "4 る1238133312381167124111∞勉(42) 
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H11 1 5tti 叶1~~13() (IPり12川叶l恒川
克 l品中し 1，い163129 81:lf， 4128 1 1 01 11∞引 2Sr，)1 (p・005)
総 IJ 11 竺|竺 II~~I空引 06 ~I竺き(3 16)
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Social isolation and loneliness of the aged is of general concern throughout the world. It is generally consented 
that social and psychological factors seem to contribute to some of the deterioration observed to accompany aging. 
There is some evidence in developed countries att巴stingto the nega tive impact of “role and loss" and social isolation. 
Apparently， progressiv巴lossesof formal/informal r巴sourcestend to arous feelings of helplessness. In turn， these feelings 
serve to create Ioneliness and anxieties. 
But we must regard that the method to measure social isolation and loneliness diff巴rseach other. In particular， 
loneliness is the state of psychologicallevel and so it is very difficult to measure it objectively. For example， there are 
some of preceding achievements that imply the importance of the measuring instrument. Different scales， different 
objects， and different setting etc. lead to different results. Therefore we should be conscious that there are som巴limita-
tions of direct comparison with each other. 
Well， itis said that the ideological purpose of social work is to release people from loneliness. Especially loneliness 
in the aged differs from one in the youth. One signification of this study is here. 
Da ta of this study is based on the research “life and welfare of the aged needing social support" which the Daitou 
City Council on Social Welfare carried out in 1986. The subject of research is the aged who live alone in Daito. 
The findings are following; 
1) Men are likely to feel loneliness more than women. Gen巴rallyin the case of men， there are many problems in 
the daily lives. In Japanese traditionallife style， men have not b巴enable to acquire domestic technics or to build up 
various relationships in their communities. In particular， retirement has very important meanings for men. 
2) The feeling of loneliness is relevant to rarefaction of social relationships or human relationships. These situations 
are not peculiar to the aged living alone but common to the general aged. 
3) They can be indicated by following situations; the phase of relationship with familes and relatives - a small 
number of times of meeting one another， the phase of reltionship with neighborhoods and communities - seldom 
going out， few friends to talk together， don't having regular occupations， or having nobody to take care on risky occa-
sions， and the phase of relationship with social institutions一 lowerco巴fficientof utilizations. 
As we have seen， the feeling of lonelines of the aged Iiving alone is， tocome to the point， drived from strangulation 
of their social relationships， which Iiving alone is likely to fal into. Strangulation is social isolation， inother words. 
Many of recent researches have a tendency to deny that the aged are likely to feellonely or fal into social isolation. 
But several aged have felt into and felt lonely. They have lived very stressful lives. Therefore， we must study them 
more from now on and release them from lonelines. 
( 10) 
